





Ⅰ は じめ に 113
Ⅱ 平成27年 度事業報告
1. な ごや看 護 生 涯 学 習 セ ミナ ー 113
【看 護 研 究 セ ミナ ー】
(1)看護 研 究 い ろ は の 「い」
(2)看護 研 究 い ろ は の 「ろ」
(3)看護 研 究 い ろ は の 「は」
【看 護 実 践 セ ミナ ー】
(4)チー ム医 療 の質 を 向上 させ る ノ ンテ クニ カ ル ス キ ル
(5)臨床 に役 立 つ 呼 吸 モ ニ ター の見 方 ・読 み方
(6)患者 急 変 対 応 「何 か変 、 と思 った と き…」
2. なごや看護生涯学習公開講演会 118
3. 地 域 連 携 セ ミナ ー 119
4. 昭和生涯学習センター共催講座 120
5. 看 護 研 究 サ ポ ー ト 121
Ⅲ 今後の課題 122
平成27年 度看護実践研究センター運営委員会
センター長:明 石 惠子(名 古屋市立大学看護学部)








事 務 職 員:松 原 裕子
名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部 看 護 実 践 研 究 セ ン タ ー
〒467-8601
名 古 屋 市 瑞 穂 区瑞 穂 町字 川 澄1番 地
TEL&FAX:052(853)8042
http://www.nagoya-cu.ac.jp/nurse/center/














ト」 と 「なごや看護生涯学習公開講演会」、平成25年 度


















講 師:門 間晶子(名 古屋市立大学看護学部 ・教授)
日 時:平 成27年9月3日(木)・9月10日(木)、
18:30～20:30
場 所:名 古屋市立大学看護学部410講 義室
募集人数:30名
参 加 者:9月3日(木)14名 、9月10日(木)9名
参 加 費:2,000円
〈内 容〉























イ ドライ ンを添付 した。
















進めるための 「リサーチ ・クエスチ ョン」を演習として
取り上げた。次の段階の 「いろはの 『ろ』」の受講希望
者も多 く、連続性の観点か ら、研究計画書がある程度で
きていた方が望ましいと思われた。 しか し、2日 間でそ
こまで到達するのは難 しいと考えていたため、研究計画
書については解説と例示のみとした。
〈ア ンケ ー ト結 果 〉
2回 目 の参 加 者9名 全 員 か ら回 答 が あ っ た(回 収 率
100%)。 セ ミナ ー は 「職 場 の 上 司 か ら勧 め られ て 」 参 加
した者 が7名(77.8%)と 最 も多 か った。 また、 セ ミナ ー
の 内 容 は 「わ か りや す か っ た」 「ど ち らか と い え ば わ か
りや す か った」 と回答 した 者 が8名(88.9%)、 「今 後 の
仕 事 に 活 か す こ と が で き る」 と 回 答 し た 者 が8名
(88.9%)で あ った 。 自 由記 載 で も 「研 究 疑 問 を抽 出 す
る こ とが 大 変 で 、 セ ミナ ーを 受 講 し良 い意 味 で 、 考 え 直
す 機 会 にな り ま した 。 も う一 度 テ ー マを 選 定 し直 そ う と
思 い ます 」 等 、 研 究 に初 め て 取 り組 む 看 護 職 に と って 有
意 義 な セ ミナ ー とな った 。
(2)看護研究いろはの 「ろ」
講 師:金 子典代(名 古屋市立大学看護学部 ・准教授)
日 時:平 成27年9月19日(土)、9:30～16:30































この 時 間 で は、 質 問 紙 調 査 を 想 定 し、 そ の 手 順 に
あ わ せ て 、 対 象 集 団 に ア クセ ス す る方 法 、 対 象 者 の
参 加 率 の 予 測 、 調 査 項 目の 作 成 、 分 析 ・解 析 方 法 の
検 討 、 依 頼 状 の 作 成 、 パ イ ロ ッ ト調 査 な どを 取 り上
げ て 説 明 した 。 次 い で 、 調 査 実 施 、 デ ー タ収 集 、 分
析 の プ ロセ スにつ い て、特 に調 査 票 の回 収 とデー タ ・
ク リー ニ ング、 デ ー タ ・コ ーデ ィ ング(コ ーデ ィ ン
グ マ ニ ュア ル の 作 成)、 デ ー タ の ダ ブル エ ン ト リー
と入 力 ミス を 発 見 す る方 法 につ い て 、 あ らか じめ 用
意 した エ クセ ル ・デ ー タを 用 い て 演 習 した 。
(4)SPSSを 用 い た デ ー タ分析 、統 計手 法
SPSSを 使 用 して実 施 で き る量 的 デ ー タ の分 析 手
法 の 説 明 を 行 った 。 事 前 に準 備 した 模 擬 デ ー タを 用
い て 、SPSSに よ り基 礎 統 計 量 の 算 出 、 平 均 値 の 算
出 、 群 別 の 平 均 値 の 算 出 な どを 行 った 。 また カイ 二
乗検 定 、t検 定 な どの説 明 も行 い、SPSSソ フ トウ ェ
アを 使 用 す る際 に は どの 数 値 を 参 考 にす べ きか 、 注
意 点 の 説 明 も行 った 。 各 自の コ ン ピュ ー タ ー ソ フ ト
ウ ェアへ の 習熟 度 を見 なが ら個 別 対 応 しつつ 行 った。
デ ー タの 分 析 方 法 は多 くあ り、 ソ フ トウ ェ ア に よ り
簡 便 に 実 施 で き るよ う にな って きて い るが 、 研 究 の
デ ザ イ ン、 得 るデ ー タ によ り用 い る分 析 手 法 が ま っ
た く異 な るた め 、 研 究 計 画 の 洗 練 に時 間 を か け る必
要 性 に つ い て も解 説 した 。
〈ア ンケ ー ト結 果 〉
参 加 者20名 全 員 か ら回 答 が あ った(回 収 率100%)。 セ
ミナ ー は 「職 場 の 上 司 か ら勧 め られ て 」 参 加 した 者 が12
名(60%)と 最 も多 く、 参加 動 機 は 「新 しい知 識 を得 る」
が8名(40%)と 最 も多 か った 。 また 、 セ ミナ ーの 内 容
は 「わ か りや す か った」 「ど ち らか とい え ば わ か りや す
か った 」 と回 答 した 者 が13名(65%)、 「今 後 の 仕 事 に活
か す ことが で き る」 と回答 した者 が20名(100%)で あ っ
た 。 自由 記 載 で も 「どち らか とい え ば 、 職 場 で 研 究 を 強
制 され て い る立 場 に あ り、 困 った末 の 参 加 で あ る」 「難
しか った け ど、 ち ょ っ と興 味 が わ き ま した 」 等 、 看 護 職
の ニ ーズ に合 致 した 役 に立 っ セ ミナ ー とな った 。
(3)看護研究いろはの 「は」
講 師:金 子典代(名 古屋市立大学看護学部 ・准教授)
日 時:平 成27年9月29日(火)・10月6日(火)、
18:30～20:30
場 所:名 古屋市立大学看護学部402講 義室
募集人数:15名



























例 を 紹 介 して も らい 、 どの よ うな ア ドバ イ ス が あ れ ば 行
動 変 容 が 可 能 とな るか を 講 師 、 参 加 者 間 で 考 え る取 り組
み も行 った 。
〈ア ンケ ー ト結 果 〉
2回 目の 参 加 者11名 全 員 か ら回 答 が あ っ た(回 収 率
100%)。 セ ミナ ー は 「職 場 の 上 司 か ら勧 め られ て 」 参 加
した者 が8名(72.7%)と 最 も多 か った。 また、 セ ミナ ー
の 内 容 は、11名 全 員 が 「わ か りや す か った 」、 「今 後 の 仕
事 に活 か す こ とが で き る 」 と回 答 し た。 自 由 記 載 で も
「看 護 ・臨 床 の場 で 使 って み た い と思 う こ とや 、 実 際 に
な ん とな く行 って い た こ とが よ り明 確 化 で き る き っか け
に な り ま した 。 よ り詳 し く知 りた い と思 い ま した 」 等 の
記 載 が あ り、 患 者 の 行 動 変 容 へ の 支 援 に難 しさを 感 じて
い る看 護 職 に と って 、 有 用 な 知 識 や 考 え 方 を 身 につ け る
こ とが で きた 有 意 義 な セ ミナ ー とな った 。
【看護実践セミナー】
(4)チ ー ム 医 療 の 質 を 向 上 さ せ る ノ ンテ ク ニ カ ル ス キ ル
講 師:金 子 さゆ り(名 古屋市立大学看護 学部 ・准教授)
日 時:平 成27年9月12日(土)、9:30～16:00
場 所:名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部402講 義 室




近 年 、 医 療 現 場 で は"ノ ンテ クニ カ ル ス キ ル"を 身 に
付 け る こ とに よ って 、 臨 床 を 実 践 す るた め の 知 識 や 技 能
で あ る"テ クニ カ ル ス キ ル"を 補 完 し、 臨 床 現 場 にお け
る ヒュー マ ンエ ラー の 回 避 や チ ー ムパ フ ォ ーマ ンス の 向
上 が 期 待 され て い る。 本 セ ミナ ーで は、 チ ー ム医 療 に必
要 とさ れ る ノ ンテ クニ カル スキ ル(お もに チ ー ム ワ ー ク、
リー ダー シ ップ 、 状 況 モ ニ タ リ ング、 相 互 支 援 、 コ ミュ
ニ ケ ー シ ョ ン)に つ い て 講 義 だ けで な く演 習 を 交 え な が
ら理 解 を 深 め た 。
まず 初 め に、 ノ ンテ クニ カ ル ス キ ル の概 要 を 説 明 し、
DVDを み なが ら医 療 安 全 の推 進 に は必 要 不 可 欠 な ス キ
ル で あ る こ とを再 確 認 した うえ で 、WHOガ イ ドライ ン
やAHRQ(Agency for Healthcare Research and
Quality)が 開 発 したTeamSTEPPSを 概 説 した 。 そ し
て 、TeamSTEPPSの フ レー ム ワー ク にそ って 、 チ ー ム
ワー ク、 リー ダー シ ップ、状 況 モ ニ タ リン グ、 相 互 支援 、
コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 順 で 進 め て い った 。
「チ ー ム ワー ク」 で は、 与 え られ た タス ク に対 し条 件
が 制 限 され る ほ ど リー ダ ー シ ップ 、 状 況 観 察 、 コ ミュニ
ケ ー シ ョ ンの 重 要 性 が 増 す こ とを 演 習 を 通 して 理 解 して
も ら った 。 また 、 グル ー プ とチ ー ムの 違 い 、 チ ー ム と し
て 機 能 す るた め に必 要 な 事 な ど誤 解 の 多 い 部 分 につ い て
も概 説 した。 「リー ダー シ ップ」 で は、 リー ダー とマ ネ ー
ジ ャ ーの 違 い 、 リー ダ ーの 責 務 、 リー ダ ー シ ップの 発 揮
方法(ブ リー フ ィ ング:ブ リー フ ・ハ ドル ・デ フ リー フ)、
フ ォ ロ ワ ー シ ップ につ いて 概 説 し、 緊 急 入 院 の 受 け入 れ
の 場 面 を 想 定 して 各 グル ープ で ブ リー フ ィ ングを 実 演 し
て も らった 。 チ ー ム ワ ー クを 進 め る際 に メ ンタル モ デル
を 共 有 す る こ とが 作 業 の 効 率 を 高 め 、 チ ー ムの 達 成 感 を
増 す こ と を グ ル ー プ ワ ー ク を 通 して 確 認 した。 そ して
「状 況 モ ニ タ リン グ」 や 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン」 で は 、
観 察 した 情 報 を いか に正 し く認 知 し、 正 し く伝 達 す る こ
とが で き るか につ いて 、 ヒュ ー マ ンフ ァク タ ーの 観 点 か
ら具 体 例 を 示 しな が ら理 解 を 深 め た 。 さ らに、 対 立 を 解
決 す る た め の方 法(DESC法)や バ ック ア ップ方 法 な ど
の 「相 互 支 援 」 につ いて も概 説 した 。
最 後 に、 今 回 の 学 びを 今 後 に生 か す た め の 方 策 につ い
て 参 加 者 で デ ィ ス カ ッシ ョ ンを 行 った 。
〈ア ンケ ー ト結 果 〉
参 加 者9名 全 員 か ら回 答 が あ った(回 収 率100%)。 セ
ミナ ー を知 った き っか け は 「チ ラ シ」 が6名(66.7%)
と最 も多 く、 参 加 動 機 は 「自分 自身 の レベ ル ・ア ップ」
が6名(66.7%)と 最 も多 か っ た。 ま た、 セ ミナ ー の 内
容 は、9名 全 員 が 「わ か りや す か った 」、 「今 後 の 仕 事 に
活 か す こ とが で き る」 と回 答 した 。 自由 記 載 で も 「今 日
学 ん だ こ との う ち、 で きそ うな と こ ろか らや って い きた
い。 職 場 の皆 に もセ ミナ ーを受 けて も らい た か っ たで す。
そ うす れ ば職 場 も変 わ れ る と思 い ます 」 等 の記 載 が あ り、
明 日か らの 業 務 へ 活 か す こ とが で き る有 意 義 な セ ミナ ー
とな った 。
(5)臨 床 に役 立 つ 呼 吸 モ ニ タ ー の 見 方 ・読 み 方
講 師:薊 隆 文(名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部 ・教 授)
日 時:平 成27年10月16日(金)・10月30日(金)・
11月13日(金)18:30～20:30
場 所:名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部410講 義 室
募 集 人 数:30名




1回 目:(SpO2、PETCO2を 理 解 す るた め の)血 液 ガ ス
検 査 の 見 方 ・読 み 方
パ ル ス オ キ シ メー タ ・カ プ ノ メ ー タな ど使 用 が 簡 単
で 、 有 用 性 の 高 い モ ニ タ ーを 臨 床 現 場 で 十 分 に生 か す
た め に は、SpO2とPaO2、 あ る い はPETCO2とPaC
O2の 関 係 を理 解 して お く必 要 が あ る。 そ こで 初 回 は、
PaO2、PaCO2な どの血 液 ガ ス検 査 の 見 方 ・読 み方 の
基 本 を 復 習 し、 陥 りや す い 判 断 の 間 違 い につ い て 説 明
した 。
2回 目:パ ル ス オ キ シ メ ー タ と カプ ノ メ ー タの 見 方 ・読
み 方
初 回 の 血 液 ガ ス 検 査 との 関 係 を 振 り返 りな が ら、 パ
ル ス オ キ シ メ ー タに よ るSpO2、 カ プ ノ メ ー タ に よ る
PETCO2の 数 値 の 意 味 、 そ の 数 値 の 表 す 病 態 に つ い
て説 明 した 。
3回 目:患 者 管 理 を 酸 素 運 搬 か ら考 え るた め の そ の 他 の
モ ニ ター の 見 方 ・読 み 方
呼 吸 ・循 環 の 管 理 は一 言 で い え ば 「酸 素 の 運 搬 」 の
管 理 で あ る。 この 酸 素 の 運 搬 にパ ル ス オ キ シ メ ー タ ・
カ プ ノ メー タが どの よ うに 関 係 して い るの か を 説 明 し
た。 これ らの モ ニ タ ー とそ の他 の モニ ター も合 わ せ て、
呼 吸 と循 環 の 相 互 関 係 が どの よ う にモ ニ タ ーの 値 に影
響 す るの か を 説 明 した 。
〈ア ンケ ー ト結 果 〉
2回 目の 参 加 者7名 全 員 か ら回 答 が あ った(回 収 率100
%)。 セ ミナ ー を知 った き っか け は 「チ ラ シ」 が4名
(57.1%)と 最 も多 か った 。 ま た 、 セ ミナ ー の 内 容 は、
「ど ち らか と い え ば 難 しか っ た 」 と回 答 した 者 が5名
(71.4%)と 最 も多 か った が 、 一 方 で 「今 後 の 仕 事 に 活
か せ る と思 う」 も5名(71.4%)と 多 く、 受 講 者 に と っ
て 、 や や 難 解 で はあ った が 、 有 意 義 な セ ミナ ー にな った
よ うだ った 。 自由 記 載 で も 「モ ニ タ リ ングで 数 値 の 見 方
が よ くわ か り ま した 」 等 の 記 載 が あ り、 明 日か らの 業 務














for Nursesガ イ ドブックによれば、「急変とは、予測を
超えた状態の変化をいい、その程度は観察者の予測範囲
によって異なる。一般 にはその変化の方向性は、病態


















では、簡単な器具(血 圧計 ・モニタ ・パルスオキシメー
タ)と 触診 ・聴診で、命を支える 「A:気 道」「B:呼







ま ず 観 察 の ポイ ン トや 観 察 方 法 を 講 義 で 学 ん だ 後 、 机 上
シ ミュ レー シ ョンを行 い、講 義 内容 の理 解 を深 めて も らっ
た 。 そ して 、 実 働 シ ミュ レー シ ョ ンで 人 形 を 使 用 し、 学
ん だ 内 容 を 実 践 して も らう とい う段 階 を 経 て 学 習 す るセ
ミナ ー と した 。
〈ア ンケ ー ト結 果 〉
参 加 者19名 全 員 か ら回 答 が あ った(回 収 率100%)。 セ
ミナ ー を 知 っ た き っか け は 「チ ラ シ」9名(47.4%)、
「職 場 の上 司 の 勧 め」8名(42.1%)、 参 加 動 機 は 「自分
自身 の レベ ル ・ア ップ」 が14名(73.7%)と 最 も多 か っ
た 。 ま た 、 セ ミナ ーの 内 容 は、19名 全 員 が 「わ か りや す
か った」、 「今後 の仕 事 に活 か す ことが で き る」 と回答 し、
非 常 に 好 評 で あ った 。 自由 記 載 で も 「病 棟 で 起 こ りそ う
な実 例 を取 り上 げて い た ため、 イ メ ー ジが しや すか った」、
「今 後 現 場 で急 変 に あ た った ら、 今 日学 ん だ こ と を活 か
して い きた い 」 等 の 記 載 が あ り、 明 日か ら現 場 で 活 用 で
き る多 くの こ とが 学 べ た セ ミナ ー とな った 。
3)全 体を通 しての今後の課題






















テ ー マ:地 域包括ケアシステムの構築 ～医療看護介
護福祉の連携か ら地域づ くりへ～


















3)参 加 者 ア ンケ ー ト結 果
参 加 者90名 の うち 、81名 か ら回 答 が あ っ た(回 収 率
90.0%)。 参 加 者 の 多 くは看 護 師(65名80.2%)で あ っ
た が 、 保 健 師 、 医 師 、 ケ アマ ネ ー ジ ャ ー、 医 療 ソ ー シ ャ
ル ワー カ ー、 ケ ー ス ワ ー カ ー、 事 務 職 員 、 教 員 と多 職 種
が 参 加 して い た 。 講 演 内 容 が 「わ か りや す か った 」 も し
くは 「どち らか とい え ば 分 か りや す か った 」 と答 え た 人
は55人(67.9%)で あ った 。 以 下 に参 加 者 の感 想 の 一 部
を 掲 載 す る。
・資料 に沿 って た だ話 す の で は な く、 とて もよか った。
聴 い た こ とか ら 自分 か ら学 び た くな る こ とが い ろい
ろあ り、 これ か ら さ ら に興 味 関 心 が 持 て て 発 展 して
い けそ う。
・患 者 の 住 まい と レベ ル ア ップ を 考 え な が ら、 仕 事 が
で き るよ う努 力 して い きた い 。
・患 者 の家 族 や本 人 に どの よ うな終 末 を迎 え た いの か、
役 立 つ 知 識 が 多 か った 。
4)課 題
本 年 度 の 開 催 時 期 、 時 間 、 運 営 につ い て は、 特 に問 題
はな か った 。 今 回 は、 名 古 屋 市 内 に留 ま らず 愛 知 県 内 に
幅 広 く広 報 を 行 った が 、 参 加 者 の 所 属 施 設 は、 名 古 屋 市
が79人(97.5%)と 多 数 で あ っ た。 ア ンケ ー トに よ る と
講演 会 に つ いて の希 望 は、 「認知 症 ケ ア」31人(38.3%)、
「退 院 支 援 」26人(32.1%)、 「倫 理 問 題 」19人(23.5%)、











テ ー マ:高 齢者 と共 に生 きる社会 ～認知症や高齢者
虐待に地域で取り組むために～
講 師:高 見靖雄氏(東 浦町高齢者相談支援センター)
日 時:平 成27年7月4日(土)13:00～15:00
場 所:名 古屋市立大学看護学部308講 義室
参 加 費:500円

















3)参 加 者 ア ンケ ー ト結 果
参 加 者83名 の うち 、81名 か ら回 答 が あ っ た(回 収 率
97.6%)。 参 加 者 の 多 くは看 護 職(44名54.3%)で あ っ
た が 、 介 護 福 祉 士 、 ケ アマ ネ ー ジ ャ ー も参 加 して い た 。
参 加 動 機 は 「興 味 関 心 が あ っ た 」 と答 え た 人 は35人
(43.2%)で あ り、 「新 しい 知 識 を得 る」28名(34.6%)
で あ った 。 以 下 に参 加 者 の 感 想 の 一 部 を 掲 載 す る。
・地 域 生 活 支 援 セ ンタ ーの 行 政 が どの よ う に動 くが わ
か りや す か った 。
・高 齢 者 社 会 に 向 け、 高齢 者 の受 診 も増 え て くる中 で、
今 まで 虐 待 に はあ ま り関 心 を 向 けて こな か った が 、
今 後 はそ れ を 踏 まえ て い こ う と思 う。
・虐 待 対 応 を して しま う家 族 の 気 持 ち を 理 解 して 仕 事

















2)事 業 の 実 施 内 容
全5回 開催 講 座 で毎 週 水 曜10:00～12:00に 開 催 した 。
第1回 は、 公 開 講 座 で あ った が 第2回 目以 降 応 募 者86人














【平成26年 度 後期開始 看護研究サポート】新規2件






載するなど幅広 く周知 し募集 した。
今年度サポートした研究は、全部で9件 であった(平









トを依頼 し担当 していただいた。サポー ト教員は8名 で








































一 方 、名古屋市立大学は、昨年度の 「名市大未来プラ
ン」に続いて、本年度は各部局の未来プランを策定した。
看護学部の未来プランは、本年度の紀要に掲載されてい
る通 りであ るが、 その中で本セ ンターは、「プランⅡ






(仮称)の 設立 と学会誌の発刊 も計画されている。前者
については、看護学部教員 ・大学院修了者 ・大学病院や
市が設置する保健医療福祉機関の看護職者 らの研究発表
と学修の場となるよう企画する予定である。後者につい
ては、現行の看護学部紀要を学会誌に改める予定であり、
掲載論文の質が問われることとなる。いずれにおいても、
研究活動の推進が不可欠であり、研究に関する学修機会
の増加や講演会などの開催が望まれる。また、平成28年
度中に学会設立と学会誌発刊の準備に向けた小委員会を
発足させて、未来プランの実現を目指 したいと考えてい
る。
